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論文要旨 
 
中央教育審議会（2012）では，これからの教師に求められる資質能力として“学び続ける
教師像”の確立が挙げられている。学校教育現場においては，子どもだけでなく教師も学び，
資質能力の向上に努めなければならない。教師に求められる資質能力は様々であるが，中で
も教科指導に関する授業力は教師にとって重要であろう。教科指導はほぼすべての教師が
毎日必ず行うものであり，勤務時間の多くの割合を占めている。また近年は，教科指導に関
する環境が大きく変化しており，教師自身も常に学習し，資質能力の向上に努めることが求
められる。本研究では，このような資質能力の中でも特に教科指導に関わる授業力に着目を
して，教師の動機づけとの関連を検討する。 
従来の教師の動機づけ研究では，学習動機づけではなく職務への動機づけに関する検討
が多く行われてきた。中でも自己決定理論（Deci & Ryan, 1985, 2002）を援用した研究が盛
んに行われ，職務に対して自律性の高い動機づけを持った教師は精神的に健康であること
や，効力感が高いこと，子どもに対して自律性支援的な指導を行うことなどが示されてきた
（e.g., Fernet et al., 2008; Pelletier et al., 2002; Soenens et al., 2012）。そしてさらに，教師自身へ
の影響に留まらず，子どもの自律的な学習動機づけにも関連することが示されている
（Demir, 2011; Roth et al., 2007）。 
しかし，これらの研究は教師特有の動機づけである “子どものため”といった側面が反映
できていない，想定している職務の幅が広すぎる（Fernet et al., 2008）といった問題点があ
る。そこで，本研究では“子どものため”といった側面も考慮し，職務を限定した尺度を作成
し，その妥当性および信頼性を確認すること，教師の教科指導に関する動機づけと授業力の
自己認知および子ども自律的な学習動機との関連について明らかにすること，得られた結
果をもとに教師の動機づけについて整理することを目的として検討を行った。 
 理論的検討にあたる第 1章，第 2章，第 3章を経て，第 4章より実証的検討を行った。調
査協力者は，研究 1～6においては小学校，中学校，高等学校に勤める教師であった。研究
7 においては小学校に勤める教師およびそのクラスに所属する 4年生～6年生の子どもであ
った。調査は質問紙調査および半構造化面接にて実施した。 
 第 4 章では教師の教科指導学習動機尺度を作成し，その妥当性と信頼性の検討および所
属や経験年数による差を検討した。【研究 1】では，教師の教科指導学習動機尺度の作成お
よび妥当性と信頼性の検討を行った。【研究 1-1】では“なぜ教科指導について学んでいるの
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か”について自由記述形式で回答を求め，教師の教科指導に関わる学習動機を探索的に検討
した。【研究 1-2】では，【研究 1-1】にて得られた項目を参考に教師の教科指導学習動機尺度
を作成した。下位尺度としては，“内発的動機づけ”，“子ども志向”，“熟達志向”，“承認・比
較志向”，“義務感”，“無関心”が得られた。先行研究では考慮されなかった“子どものため”
といった側面を踏まえた点が，本尺度の特徴である。そして，作成された尺度について時間
的安定性と，内的一貫性を検討したところ，いずれも十分な値を示し尺度の信頼性が確認さ
れた。また，Messick（1995）の考え方を採用し内容的な側面の証拠，構造的な側面の証拠，
外的な側面の証拠，一般化可能性の証拠を検討したところ，いずれも確認することができ，
尺度の妥当性が確認された。【研究 2】では，教師の学校種および経験年数による教科指導
学習動機の違いについて検討した。【研究 2-1】では，学校種（小学校，中学校，高等学校）
および経験年数（新任，若手，中堅，ベテラン）における教科指導学習動機の違いについて
検討した。その結果，学校種による十分な差はみられなかった。経験年数については，熟達
志向および承認・比較志向において差がみられ，ともに新任が若手，中堅，ベテランよりも
高かった。【研究 2-2】では，特に若手教師に焦点を当て，新任，2～3年目，4～5年目，6～
7 年目，8～9年目の教師における教科指導学習動機の違いについて検討した。その結果，熟
達志向は新任が 4 年目以降の教師よりも高いこと，承認・比較志向は新任が 6 年目以降の
教師よりも高いことが示された。【研究 3】では半構造化面接により，【研究 2】でみられた
新任教師の熟達志向および承認・比較志向の高さに関連する要因について検討した。その結
果，“理想と現実のギャップ”，“勉強不足の実感”，“現状の受け入れ”，“こうあるべきだとい
う教師像”などが関連していることが示された。そして，“こうあるべき”といった固まった
考え方から，“自分らしくてよい”といった柔軟な考え方ができるようになるにつれて動機づ
けも変化することが示された。 
 第 5章では，教師の教科指導学習動機と授業力の自己認知の関連について検討した。【研
究 4】では，6月と 12月の 2 時点における縦断調査を実施し，交差遅延モデルにより教科指
導学習動機と授業力の自己認知の相互因果関係について検討した。その結果，6月の子ども
志向および熟達志向が 12月の授業力の自己認知と正の関連を示していた。しかし，従来の
研究で適応的であると考えられてきた内発的動機づけは，授業力の自己認知と関連を示さ
なかった。【研究 5】では，【研究 4】でみられた教科指導学習動機と授業力の自己認知の関
連を媒介する要因として学習方略の役割について検討した。【研究 5-1】では，“どのように
教科指導について学んでいるのか”について自由記述形式で回答を求め，教師の学習方略を
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探索的に検討した。【研究 5-2】では，【研究 5-1】にて得られた項目を参考に教師の学習方略
尺度を作成し，教科指導学習動機と授業力の自己認知の関連における学習方略の媒介効果
を検討した。その結果，教師の学習方略として“計画・振り返り”，“外部資源の活用”，“同僚
の活用”，“インターネットの活用”が得られた。また，教科指導学習動機と授業力の自己認
知の関連については内発的動機づけ，子ども志向，熟達志向はいずれも計画・振り返りの方
略を介して授業力の自己認知と正の関連を示していた。さらに，子ども志向は同僚の活用の
方略を介しても授業力の自己認知と関連することが示された。加えて，無関心は計画・振り
返りの方略と負の関連を示していた。 
 第 6 章では，教師の教科指導学習動機と子どもの自律的な学習との関連について検討し
た。【研究 6】では，教師の教科指導学習動機と子どもの自律的な学習の態度を表している
注視・傾聴との関連および授業力の自己認知の媒介効果について検討した。その結果，内発
的動機づけおよび子ども志向が授業力の自己認知を媒介して注視・傾聴に正の関連を示し
ていた。また，無関心は注視・傾聴に負の関連を示していた。【研究 7】では，小学校教師と
そのクラスの子どもを対象に，教科指導学習動機と子どもの自律的学習動機づけとの関連
および子どもが認知する自律性支援の媒介効果について検討した。Multilevel SEMによる分
析の結果，教師の子ども志向が子どもの認知する自律性支援を介して，子どもの内発的調整
と正の関連を示すことが明らかになった。また，媒介効果はみられなかったものの，子ども
志向は RAI（relative autonomy index）と正の関連を，外発的調整と負の関連を示していた。
さらに，熟達志向は取り入れ的調整および外発的調整と負の関連を示していた。 
 第 7章では，実証的検討で得られた結果をもとに総合考察を行った。まず，各教師の教科
指導学習動機の役割について整理をした。教師の教科指導学習動機の中でも，内発的動機づ
け，子ども志向，熟達志向といった自律性の高い動機づけが授業力の自己認知と正の関連を
示していた。また，子どもの注視・傾聴には内発的動機づけと子ども志向が，子どもの自律
的学習動機づけには子ども志向と熟達志向が関連を示しており，これらの動機づけの適応
的な側面が示された。ただし，内発的動機づけは長期的には授業力の自己認知を予測しない
こと，子ども志向のみが子どもの認知する自律性支援を媒介して子どもの内発的調整と関
連することなど，自律的であると考えられる動機づけでもそれぞれ役割が違うことが明ら
かになった。特に子ども志向は，伊藤（2008）の他者志向的動機の中でも“他者のため”とい
った動機と“自分のため”といった動機が統合した状態に近く，教師の授業力の自己認知の高
さや子どもの自律的な学習につながる教師特有の動機づけであることが示された。そして，
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上記の知見をもとに，教師の教科指導学習動機を従来の自律性の程度に加え，他者志向性の
程度の観点からとらえなおした。 
 そしてこれらの点を踏まえ，本研究の学術的意義を 3点述べた。1点目は子ども志向とい
う教師特有の側面を踏まえたうえで，妥当性と信頼性を備えた教師の教科指導学習動機尺
度を作成した点，2点目は教師の授業力の自己認知や子どもの自律的な学習に関わる動機づ
けの役割について明らかにした点，3点目は教師の学習研究に動機づけという側面を応用し
た点であった。 
 最後に，本研究の限界と今後の展望について述べた。本研究の限界点としては，学校種や
専門教科など基本属性に焦点を当てていない点，多くの研究が横断的な調査であった点，教
師や子どもの主観的な評価により測定を行った点が挙げられた。今後は，上記の問題点を考
慮し，縦断的な調査を実施したり，観察や他者評定も含めた多様な指標を用いた分析を行っ
たりすること，本研究では十分な知見が得られなかった承認・比較志向や義務感についても
整理し教師の教科指導学習動機の位置づけを精緻化すること，動機づけプロフィールに着
目した検討を行うこと，教師の動機づけの促進要因を検討し教育現場に応用することが望
まれる。 
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